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屈辱虚

福宮ふ目

相
年
8
月
1
弱
か
ら
8
月
前
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

第
五
百
目
的
滋
魚
肉
木
丹
贈

呈
を
十
月
六
日
(
宮
)
に
潟
市
川

中
ハ
ヶ
叫
聞
で
行
な
い
ま
す
。

市
は
、

ho
子
機
の
す
こ
や
か

な
銃
後
k
惑
せ
を
駁
い
「
記
念

樹
L

を
お
贈
り
し
ま
す
。

こ
の
寸
総
念
樹
」
は
、
端
科
将
郁

子
市
が
務
か
ら
も
没
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
ワ
め
一
つ
と
し
て
、
蜘
胤

か
な
凝
縮
哨
同
開
花
と
胴
問
中
ふ
み
ぴ
こ

を
よ

q
愛
し
て
い
た
だ
〈
た
め

に
「
誕
ゑ
の
水
」
を
お
わ
同
り
す

る
も
の
で
す
。

家
の
艇
に
も
あ
る
い
は
滋
敗

同
氏
に
機
え
て
下
き
い
a

V
帥
眠
由
謡
番

昭
和
問
問
十
九
年
一
一
一
汚
…
闘
か

ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
。

V
随
時
時

十
月
六
吾
「
日
)
午
前
九
時
吋

か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

V
配
布
場
所

市
役
所
総
隊
法
制
問
、
一
式
叩
本
会

開
帆
行
政
途
絡
正
問
、
湖
北
支
一
賄

側
時
北
ム
口
支
所
、
伽
叩
絞
支
所
、

久
絞
締
役
域
内

噛

v
ホ
の
n
臨
覆

ネ
ク
タ
リ
ン
(
端
本
山
制
)

曹
抽
輔
副
明
的
縁
起
問

地γ
資
沼
公
開
問
と
判
明
北
台
中
炎

公
隅
閥
均
に
あ
る
誕
生
の
♂
胞
に
綴

附
加
し
た
世
間
木
の
符
本
か
が
、
フ

各
家
庭
的
出
維
に
総
え
て
い
た

だ
事
ま
す
が
、
底
が
な
い
場

合
〔
品
旧
家
な
ど
に
h
b
仲
間
い
的

方
)
は
公
糊
聞
に
植
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
場
合
・
術
的
係
長
が
資

任
者
も
っ
て
手
質
問
伯
公
開
閉
か

湖
北
ム
討
中
央
公
欄
闘
に
綴
え
ま

す。木
を
蹴
ま
な
い
で

ェ
ン
ス
を
つ
け
て
あ
る
に
ち
か

か
わ
ら
ず
心
な
き
人
に
紛
ら
れ

た
号
、
裁
か
れ
た
り
し
て
い
ま

す。
術
陣
内
と
し
て
、
ま
た
…

λ
町

人
向
と
し
て
ニ
め
よ
う
な
行
な

い
は
帥
相
対
命
る
き
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
を
に
な
う
子
供
述
の
た

め
に
も
大
切
に
耐
持
て
て
や
ワ
ま

し
ょ
フ
a

子
ど
も
遼
が
続
人
に
な
る
こ

ろ
に
は
、
白
木
川
同
大
き
く
な
れ
ソ
‘

り
っ
ぱ
な
幾
生
め
殺
が
集
ま
れ

る
は
ず
で
す
。

えます

交鵜事故で大ケガをしたら

援藤費を一時立て

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

こ
ん
な
こ
と
に
震
を
つ
け
ま
し
ょ
う

的
警
宙
環
む
必
ず

総繍“"企---シ
ι鴨

川
湖
*
惨
殺
の
会
審
uu

あ
ま
り
し
令
べ

も
な
い
ζ
を

国f築年金課ヘ届出を

交
激
戦
後
は
毎
日
、
か
な
ら

ず
組
問
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
尊
い
生
命
が
う

ば
わ
れ
た
り
、
大
け
が
を
し
た

人
が
続
似
し
て
い
ま
す

6

人
ご
と
で
は
な
く
、
い
つ
私

淡
的
身
に
ふ
り
か
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

不
惑
に
し
て
交
滋
議
放
に
為

い
、
け
が
ム
ザ
目
し
た
ら

V
け
が
の
治
療
は
留
保
守
も
で

事
車
十
・
'e

出
脱
線
拘
伐
を
一
一
侍
立
持
甘
え
る

だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
国

間
同
で
礼
治
僚
を
受
け
る
こ
と
が

で
魯
ま
す
リ

け
が
の
治
術
後
M
M

、
加
市
持

者
が
れ
吋
崎
山
す
べ
き
も
の
で
す

か
ら
、
弁
併
出
が
不

t
分
だ
っ

た
リ
、
付
加
れ
た
可
し
た
と
き

は
山
中
嶋
酬
を
し
て
く
ご
さ
い
u

w国
間
保
で
治
後
告
幾
け
る
と
宰

時開掴山間
関
係
で
約
機
会
瓜
叩
け
る
と

き
は
、
事
前
に
い
事
品
同
紙
開
明
併
貯

と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
附
問
削
昨

年
金
諜
川
開
銀
係
へ
吋
第
三
穀

州

w
h
a害
者
の
a
R
a持

そ幽
m
る
ζ
と

3
J
2
1
2
 

L
r，h九
玲
錨

ma

nndH叫
川
比
良
公

立
品
、
t
b
Q
a
j

，.

捕
皐
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を

党
え
吃
お
や
ニ
一
ど

志
向
な
延
長
予
U
漁
仔
る
之
歩

g

-m94Zす吾

P
ンパ
Z
A
Z
9
毛
《

金
色
一
ケ
タ
U
A
U
え
て
抑
制
《
Z
ヲ
Z

L
季

&
S
9
a
ま
た
専
の
町
"
と
ん
V

級
w
・
大
急
事
令
U
4
a
匂
免
え
て
お
き
と

い
る
の
で
す
・h 

3ら
今

t 
T 

行
為
に
よ
る
指
揮
病
綴
い
を
発

協
し
て
く
だ
寺
い
。

V
保
険
隊
舎
欄
間
闘
で
幸
な
い
と

魯肉、

緊
急
約
機
会
に
は
、
師
時
倹

統
合
同
概
山
山
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
此
慌
で
綴
山
田

す
る
こ
と
に
し
て
保
険
径
の

了
解
を
ふ
本
め
る
な
司
、
間
関
係

係
に
後
援
(
八
一
…

i
一
…
五

一
内
線
一
一
一
一
一
九
」
で
連
絡
し

て
縫
織
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
〈
だ
さ
い
。

マ
蝿
調
官
官
加
閉
鎖
品
臓
の
拙
開
設

附
闘
削
聞
で
治
療
を
殺
げ
た
場

合
、
医
療
授
を
市
が
抽
梶
山
浩
績

に
か
わ
っ
て
毛
加
率
殺
に
瑞
時

品
唱
し
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
州
知
子
刊
号
口
う
が
ま
ま

に
市
総
な
ど
を
し
な
い
よ
ー

に
し
て
く
だ
普
い
。

Jmは
械
を
結
ぶ
淡
に
、
附
関
係

柑
卵
、
と
ト
A
Y
古
地
内
怖
を
と
っ
て

く
だ
き
る
よ
う
お
嫌
い
し
ま

た胤いをま あ tまと争となせを後 lまな幾重意向 1;1:i!' 1) ，立の わ丹なのぴ詰:
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入
国
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ど
う
ぞ
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一
火
叩
土
台
・
東
我
孫
子
縁
援
に

路
湾
側
酬
が
誕
生
し
ま
す
。

今
年
の
十
一
一
同
月
…
沼
岡
阿
国
を

g
標
に
不
事
件
同
地
臨
ん
で
お
り
ま

す。
こ
の
砧
地
区
に
は
、
市
立
・
ぷ

立
と
も
機
体
棋
が
あ
り
ま
せ
ん
が

こ
れ
か
ら
は
後
心
し
て
出
見
事
革
を

あ
ず
け
、
仕
事
に
は
げ
れ
り
こ
と

が
で
き
ま
す
。

入
間
槻
を
品
叩
愛
さ
れ
る
乳
幼
問
地

内
h

ね
ら
れ
る
山
々
は
、
入
岡
山
由
甲
詩

書
を
十
月
十
近
話
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

間m齢
制
は
、
宮
中
生
課
も
し
く
は

各
支
緩
い
い
あ

9
ま
す
。

阻
阿
世
持
品
吋
織
は
、
午
愉
附
八
時
吋
三

十
分
か
ら
午
後
間
同
時
吋
一
一
一
守
分
ま

で
で
す
。

滋
り
滋
え
は
、
ご
家
庭
の
方

に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

施
設
の
概
要

V
続
盆
治
下
ケ
戸
学
ぬ
樹
時
十

い長々
パゃ

れ
布
川

払川バペ

護軍毎月 1B .16B発行
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(2) 

一一よ

曹
晶
醜
榔
官
級
官
思
我
将
晴
子
鋭
か
ら

後
歩
三
分

V
一
面
積
土
織
は
て
ヌ
…
九

耐
建
物
件
弘
一
一
一
何
回
九
耐

齢
制
鐙
一
鉄
骨
造
平
家
出
強

V
波
浪
六
十
名

0
・
一
級
兇
八
名
一
一
歳
児

+
二
名
一
一
一
級
制
凡
十
滋
お

問
問
・
五
歳
児
二
十
五
名

入
欄
闘
で
毒
事
総
準

M
w
i
M
Wま
明
、
て
そ
の
家
庭

的
国
坪
線
以
外
的
人
が
描
池
端
識
の
係

樹
刊
が
で
き
る
場
合
同
砧
臨
時
か
れ
ま

す。川W

〈
察
隊
外
勤
労
)
児
童
の
母

裁
が
同
盟
級
官
苧
M

略
的
外
明
、
枚
挙

を
す
る
の
が
脅
滋
令
、
そ
め

細
川
獲
の
却
障
害
H
が
で
き
な
い
場

合。

otu {
 

禁
な
ど
の
織
品
闘
に
よ
り
母
銭

が
い
な
い
家
緩
め
場
合
a

川
開
〈
品
坤
相
帯
約
出
産
等
)
母
殺
が

山
山
榔
腕
前
前
後
で
あ
っ
た
り
、
時
制

気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に
障

害
が
あ
っ
た
り
し
て
、
倒
見
串
駄

の阻障害
H

が
で
き
な
い
務
令
。

的
問
〈
儲
別
人
的
肴
獲
等
~
用
品
童
の

議
耐
織
に
w
開
制
測
に
わ
た
る
病
人

や
、
心
身
に
総
務
の
あ
る
人

が
あ
る
た
め
母
蛸
怖
が
い
つ
も

そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
お
号
、

児
緩
め
即
時
賓
が
で
き
な
い
絡

会。

山
間
(
家
絞
め
災
後
}
火
災
、
総

本
案
、
池
袋
な
ど
め
本
獄
中
が

あ
ウ
た
た
め
に
家
庭
を
失
っ

た
り
、
機
織
し
た
た
め
復
旧

の
開
児
家
的
問
時
符
が
で
き
を

い
場
合
a

保
管
湿
の
定
員
に
余
裁
が
を

い
k
き
な
ど
、
入
留
で
き
な
い

場
令
が
あ
守
ま
ず
か
ら
、
あ
ら

か
七
め
ご

7
象
く
だ
H
d

い。

〈
闘
中
念
総
〉

な
れ
て
沼
常
的
家
挙
以
外
的

仏
体
験
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
、

そ
の
兇
滋
の
然
賓
が
で
き
な

い
場
合
。

し
か
し
、
父
線
が
そ
の
校

講
に
従
事
し
て
い
て
、
か
っ

そ
の
た
め
の
使
用
人
が
い
る

家
畿
は
貼
怖
か
れ
る
a

州
問
(
縁
裁
が
い
な
い
談
議
〉
母

殺
の
死
亡
‘
一
行
方
不
開
明
、
仙
川

山
月
か
ら
月

2
回
で
す

安
本
織
物
の
担
集

キ
ま
℃
、
不
燃
物
(
危
険
物
}

は
毎
月
一
続
的
被
楽
で
し
た
が
、

寸
月
一
誌
か
ら
、
次
的
日
相
械
で

月
町
一
開
制
緩
集
し
ま
す
。

な
h

晶
、
当
日
が
、
休
門
口
お
よ

び
務
総
い
い
巡
っ
た
場
合
同
体
、
翌

日
収
蒸
し
ま
十
。

不
地
品
物
は
、
袋
か
ダ
ン
ボ

l

tw
絡
に
入
れ
て
収
集
ロ
u
的
酬
明
八

¥
録
ぷ
十
分
ま
ぞ
に
、
所
定
的
集

¥
務
所
に
山
則
し
て
下
さ
い
。
収
集

¥
日
以
外
は
、
出
問
さ
ず
に
そ
の
緑

川
所
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

事
ま
し
ょ
う
。

安
湾
総
絵
ご
み
級
集

録
制
部
火
・
・
本
a

，
土
叫
曜
日
向
オ

ル
ゴ
ー
ル
収
物
溝
口
民
地
縮
{
殺
)
は
包

今
ま
で
午
後
的
奴
始
端
で
し
た
が

十
月
一
日
か
ら
午
前
中
に
描
乱
闘
拡

し
ま
す
。

ヘ
酬
明
陥
明
湘
開
糸
線
」

不
機
物
(
ゴ
ミ
〉
の
報
集
日

(fjj， fl) 

t設戸、新富1.2 .並木久守家i鴎り閲郎、ときわ 1.2

.2、

主主{走

ゴミの収集 B稜 表

集ヰ立絞集日

15万人手与をまきま呈できるクリーンセンタ…

統計鱗査員に

なりませんか
持政相談

人権擁鶴相談

静 3見の納税需

時11立、限設や県から替を誇f;される各憾の統計調室長

国民健機 保険税の
第 2期分です

をき経絡していまれあなたもま支計総室長をやって

。翻 jf...二仁紫、 I終重量、事終戸斤統計書毒殺など

持f毛統計言薄型ま

みませんか。

9 }司 258 (オく〉

午線10時~午後 31時

中央公民館

τせまミ震寺

1:<場所

今月の Iれ長誌を~支 i土、ニためとおま}行ない

事fl30日(月)

守二飯事事寺30分 m 午後 41待

ますのでご利問くだき・い。

. Elft寺
。事華 麗量一手当を支給(綴3をによって終る)

。身分篠宮iE"'~母または L壌から脅分認凝議事がP:H

禅寺詩談室主は、渡辺先ゑ奪三ニミ11先俊 秋野1
光栄.HI村先生的 4名です。

きれる。

0人数… 35名

属w晶寺・も議後々ンタ@場所

。級事裏方法…郵(JI!または泣議

(後)82-1151 金鍾譲へ

938 

をすま文字[lg先週間I立

101'l18閃から 19ぬまそです。

※f廷は;sょたちの'l:i設を明るく後かにする

ための稼です。
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章で今が f機苦習 、的 ε
主す E室長さくが f話線初
》 。的自も災ままヌド 1陵

手投本況を}血 i蹴勝
僚の位、時世し
におと関て'先ま
ま軍兵器な来る主主し
い総ワ大よ的た

(3) 

登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う

護軍犬書籍予防注射周穏袈

場自|会

布彼女傑
司有佐下公E毛主主
下新木3著者手自官
製([話再軍1苦JIIl

中身争下青年総
緑台人口
B秀主主要量

{本}

韓議丹羽

10J'l3目

10Jl 4詞

I母Jl5S

款
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
同
月
二
十
一
段
か
ら
一
四
一
十
銭

ま
で
絞
め
会
凶
交
選
小
前
九
煎
滋
品
抑

制
期
間
で
す
の
で
、
こ
の
終
に
次

め
と
お
り
交
巡
淡
鋭
町
議
制
悶
λ

抑制

を
隠
さ
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ

ー
め
み
な
き
ん
は
一
人
残
ら
ず

ご
出
席
〈
必
然
、
ぃ
。

双
方
叫
間
約
金
説
明
を
も
う
け
ま

し
た
の
で
、
お
汲
く
の
品
問
へ
。

(
安
全
対
議
線
〉

nM 

A
W
M
 

mH 

A
U
V
 

ー
で
す
。
家
庭
で
的
交
滋
後
会
教

符
は
今
、
一
得
骨
N

制
緩
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
わ
い
い
お
子
さ
ん

と
老
人
を
交
通
事
散
か
ら
均
す
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
ま
し

ト
ゐ
、

q
p
a

褒事量日

市長からさ完い的官霊薬を受ける津111設とま主木君主 主

。〆許す今匂号今"分与主事匂句。""多~匂匂句会す'Aセセセ~セムクと

カミなこ f品会正グヱ( !ま
ほ F封 Il力ら絞 l也と号 、 ~t
ほ 1唱にを、検燦弓と新涼
ま(よし則的おく LL主主
と至宝りて地方的 λ てい{互
まの工いの前Iヂfで、手話へ
りへ場ずニ 4迭を々き mJ.品的
、;タ毒装だ fj長 み も ま は 子 ゑ

jj主タ FJ:f!Jにと践し もの君主
義主 I!こま大 .H著書た機事長の
ヱノレ必しき L級 。告露首ヲ進
ギ〉要たなな党 "ワヴ f長

一
一
一
歳
見
の
し
つ
け
に
悩
か
お
母
さ
ん

や
失
公
民
糠
で
家
庭
教
資
学
級

つ
い
崎
将

g
ま
で
、
才
キ
ャ
、
し
か
た
を
学
ぶ
。

オ
ギ
ャ
と
泣
い
て
い
た
マ
下
が
、
明
v
対
象
中
市
市
内
い
阿
佐
む
、
一
↓
…
緩

い
つ
の
間
に
か
も
う
一
一
一
絞
均
旧
見
を
線
一
子
に
持
つ
抑
制

こ
の
附
引
は
、
憎
ま
れ
れ
を
き
マ
期
欄
間
十
月
一
註
か
ら

f
二

い
た
り
、
お
母
さ
ん
に
反
抗
し
月
十
七
詩
ま
で
の
第
一
、
輪
開

た
り
し
て
い
晶
と
怒
い
ま
す
が
、
一
子
大
限
時

も
の
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
り
か
け

V
犠
続
中
央
公
災
総

て
‘
こ
れ
か
ら
が
‘

L
つ
け
め

V
定
園
周
五
寸
名

む
ず
か
し
い
絡
で
す
e

マ
由
申
込
み
先
教
育
委
関
門
会
社

グ
ミ
が
ミ
し
か
る
だ
け
で
は
、
会
教
育
革
問
(
梢
札
)
八
二

i
一

か
え
ヲ
て
激
州
初
出
取
で
す
。
よ
い
一
一
主
…
{
山
内
}
二
九
三

「
し
つ
け
い
を
す
る
た
め
に
は
も

お
子
さ
ん
を
よ
く
州
知
る
、
い
と
が

大
切
で
す
a

教
嚇
円
借
官
民
会
で
は
、
…
ニ
淡
刷
凡

(
今
年
内
問
月
か
ら
緩
和
咋
三
月

ま
で
に
議
一
二
燃
に
な
る
子
)
を
、

第
一
子
に
地
対
つ
お
母
き
ん
汀
の

た
め
仁
‘
家
昨
聴
料
収
御
門
教
師
悼
を
品
開

め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
と

下
さ
い
。

γ訟
な
内
容
…
二
地
問
削
見
の
心
身

再
発
達
を
州
知
的
リ
、
そ
れ
に
お

と
た
家
隠
磯
滋
や
し
つ
け
の

第
一
山
期
総
畿
を
下
む
誌
の
日
制
械

で
行
な
い
ま
す
の
で
も
よ
リ
町

会
場
で
お
受
け
ア
き
い
。

V
世
酷
由
語
審
成
後
六
ヶ
月
よ
り

地
胸
一
一
オ
ま
で
の
然
終
e
な
来
援

総
児

w
v
湾
問
午
後
二
時
か
る
た
ぷ
帥
吋

〈
係
機
端
部
)

日
本
電
気
織
の

建
設
計
顧
す
す
む

仙
寺
を
中
く
仇
円
以
体
的
な
協
議
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

務
停
度
、
操
業
を
附
附
仏
制
す
る

第
…
納
期
計
倒
的
災
都
世
は
、
ぶ
均

五
万
叩
平
均
メ
ト
“
庁
、
係
議
長

数
約
二
子
名
、
市
胤
チ
交
換
機
総

点
検
売
を
付
金
う
も
の
で
ず
。

臨
時
総
に
倫
之
、
求
人
級
品
開
が

約
め
ら
れ
、
地
一
応
を
縦
問
先
と
し

た
仲
間
岡
市
内
主
向
に
大
き
を
川
州
沖
げ

が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
u

職
業
調
綾
生
を
募
集

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
学
校

来
一
券
側
関
月
入
授
の
判
明
総
務
総

w
v
首
都
録
制
剤
尚
沼
紛
開
閉
卜
九
年

ゑ

者

募

集

し

ま

す

。

九

月

二

十

一

日

か

ら

十

月

十

「
な
に
か
技
術
を
身
に
つ
け
五
日
ま
小
、
約

た
い
」
と
考
え
て
い
る
た
め
た

V
鍵
山
問
機
銭
入
苧
制
問
機
・
緩

め
に
宅
相
組
織
的
に
綴
絡
を
日
り
な
山
間
車
?
卒
業
絞
例
議
・
身
体

円
高
絞
め
専
門
的
な
知
識
者
険
盗
借
対
象
写
真
一
二
枚
・
ニ
十

尭
ぶ
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
学
問
切
手
一
一
枚
。

校

で

す

。

以

上

の

設

相

納

岳

当

校

ま

た

は

、

マ
母
校
翁
子
裁
判
桔
立
我
孫
子
も
よ
り
内
戦
安
へ
縫
山
附
し
て

官
附
等
殺
齢
制
専
門
学
校
〈
久
も
す
く
だ
さ
い
。

脚
部
品
ハ
入
間
関
!
一
@
八
二
く
わ
し
〈
川
料
、
殺
孫
子
街
地
ザ

三

六

二

…

後

続

専

門

学

校

へ

お

総

合

せ

〈

V
農
務
駅
我
孫
チ
駅
協
同
恥
少
に
だ
さ
い
。

て
二
十
分

V
科
毘
臨
機
械
製
閉
山
制
作
拙
問
機

制
汁
自
動
車
整
備
制
門

w'
糊
期
間
間
…
年
制
問

V
入
品
棋
資
抽
柑
高
等
学
校
本
議

以
上
(
卒
業
見
込
を
含
む
)

閣
内
女
を
回
開
い
ま
せ
ん
。

怖
は
制
向
山
け
の
綴
人
終
篠
宮
を
次

め
と
お
り
纂
蜘
惜
し
ま
す
。

V
受
験
資
絡
高
校
卒
業
以
上

約
学
堅
ま
た
は
均
等
の
学
力

あ
る
二
十
八
段
未
満
の
女
子
。

マ
絞
験
際
十
月
す
ご
日
制

V
H
訊
験
場
所
持
制
防
庁
制
持
由
日
学

校
(
来
い
眠
、
山
中
軒
目
)

V
胤
寓
品
村
議
醐
間
九
nη
七
日
か
ら

十
月
七
百
ま

?
a

w
v
H
問
合
せ
先
制
貯
視
庁
繁
務
教

的
拭
絡
輪
車
係
電
紙
。
一
一
一
15t五

八
一

i
m悶
…
ぷ
二
ま
た
は
、

前
向
柑
同
庁
人
戦
第
一
一
謀
総
潟
係

後
級

C
一二

i
混入叫??????開問一ニ

一
一
…
へ
。

'C' e子
布佐駅前区翻整理事難 食品衛生組合 場人補技大会は、まgき，(;、
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用談 f寺内
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らも iす li iJ' tj.:¥i(;計品目安穫を次の お可絞聖わ、たし

疫を次的 lH4でItないま。ま、 Aぅ 111ニf子なっていました老
占すよ民る す。

'1'" 向 的お V縦覧調書間 以fI!給年 91J17lJから昭和 人以 I，t大会{土、成イt~主義
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中の老人餅IIIセンタ { 
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い七 O 二 議自在 J金紋滋岱l 午ら

。ど

。へ限ト発事病 巣 !湖姶 十 V総事事制島員時 代イ'{， hlíl笠紛i正 II!Jjt!'~ Jltt諜
， 20日

て11なう子E主です ω

{華
後 tゴチ終段 E翌 に・誌を{某 f堂内 V縦覧tニ供する殴事聾 我f~， hliお鈴駅前 マ平皆候地区 10月8日
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世主 で〈ま 主経 }圭 い E匂持縫 i孟窪i核燃事業愛媛刷会てな {)UIこ博司f，f， V草場1主総区 10Ml? El 
毒装 串六で 昔詩型} ご必部

午前 ド<1滋
代議機課) (民事主主主軍}

) 込七 iこ H- め よ X
ん)檎 - l>J 指ぴ毛筆 ([i{t対絞殺議}
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6

-

9

m

n

幻
自

J
抑

留

1
"
 

au
…
曲
削
年
度
と
く
ら
べ
死
亡
率
散
と
歩
行
者
め
災
巡
安
全
へ
的
心

1
1

叫
が
減
少

L
て
い
る
と
い
っ
て
も
掛
け
か
ら
ス
タ

i
ト
す
る
も
め

今
一
ま
ド
ル
ま
ど
子
供
の
療
行
中
的
事

一
品
叫
が
圧
倒
同
船
仰
に
多
い
状
態
で
す

6

一
緩
開
闘
は
縫
い
粧
品
制
的
安
会
胃
雄
総
議

一
反
に
よ
る
も
の
が
主
力
サ
%
を
し

一
め
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
と
の

一
五
十
川
v
m
M
M
歩
行
者
燃
に
あ
り
、

一
絡
に
市
帯
雨
時
直
前
縦
断
に
よ
る

一
事
故
が
大
多
数
を
し
め
て
い
る
。

一
又
司
務
総
事
的
右
折
将
位
閣
吻
火
事

一
日
放
も
み
の
が
す
こ
と
は
山
山
来
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
自
転
車
の
お

努
途
師
叫
が
火
き
な
原
田
闘
と
な
っ

て
い
ま
す
。

交
通
事
紋
防
止
は
、
運
転
綴



(市罷韓曹大金)

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
が

車

内

各

所

で

wv
出
申
込
続
四
明
十
月
一
一
一
日

制
問
滋
大
会

V
制糊悶
H

十
月
十
三

B
{
自
)

軍
将
酬
問
午
前
八
位
吋
三
十
分

V
翁
開
問
中
央
公
開
民
的
開

V
申
込
先
災
四
知
子
剣
道
連
盟

芳
一

i
m
m
1
2叫
ん
ハ
三
井
お

電
話
(
八
一
び
問
問
問
一
ニ
ハ
V

wv
由
申
込
鯵
切
十
月
六
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

マ
純
日
十
月
中
旬
予
定

品
中
閥
時
大
会

wv
期
間
十
月
下
何
時
予
定

品
融
滋
大
会

V
制
問
鈴
十
…
符
月
三
日
(
日
)

繕
球
。
野
球
な
ど
に
ど
参
加
を

え
ポ

i
ヅ
の
牧
で
す
。
日
酬
明

丹
後
金
援
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

然
災
柊
榔
同
大
会
を
次
の
と
お

守
行
な
い
ま
す
の
で
‘
ご
気
軽

に
ど
品
物
加
く
だ
さ
い
。

市
内
い
い
級
品
開
・
荻
齢
制
a

夜
学

の
方
な
'
旬
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
e

瑚
聴
品
料
露
描
時
大
会

wv
制
時
震
十
月
十
一
ニ
日
〈
日
)

〈
約
一
大
丹
場
合
は
二
十
日
)

マ
務
醐
向
子
約
八
時
三
十
分
受

μn
・
九
時
試
合
同
開
始

マ
場
所
湖
北
山
円
コ

i
ト

wv
祖
闘
訓
悶
畑
一
十
A
・
3

女
子

各

7
プ
ル
ス

芸
能
祭
出
演
者
募
集

(4) 

キ
絡
は
た
な
都
内
務
仁
、
一
一

闘
に
分
け
て
議
後
終
を
行
な
い

ま
す
。
淡
輪
臨
終
へ
的
総
演
希
望

者
を
次
の
と
お
リ
務
築
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
気
制
械
に
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

v
#
V
制
調
資
格
市
内
に
伐
ル
胤

b

議
勤
・
在
学
の
も
の

a

V
刷
刷
抽
刷
内
容
芸
品
師
会
後

wv
削
減
縫
漁
村
U
会
温
帯

mw
十
月
一
計
十
七
呂
(
註
)
予

出品(
制
邦
期
制
・
時
停
榔
湘
線
開
川
、
他
)

地

w
十
…
月
十
自
(
自
)

ぬ
帆
柑
知
子
第
図
小
体
育
銭

〈
間
同
州
附
・
則
氏
蹴
紳
劃
州
開
け
‘
抽
出
)

V
率

込

九

η
…
二
十
日
ま
で
に

業
最
闘
に
て
山
以
後
日
、
山
川
崎
山
内

容
、
人
員
、
希
胡
品
約
閣
を
間

部
品
の
こ
と
a

令
お
、
代
表
者
的
伎
一
附
.
氏

名
、
電
話
を
お
忘
れ
な
く
。

V
申
込
先
市
教
育
委
H
R
A
高
校

会
仙
紙
湾
総
合

練習時成祭告発機Lて尊重う子室生tち 柔道大会

V
帥
肌
合
方
法
ト

i
ナ
メ
ン
ト

。
ゲ
!
ム
先
取
一
セ
ッ
ト
制
制

wv
織
込
先
毛
制
判
俊
介

納
品
化
合
公

i
一一

i
十
九

i
二

(
八
八
)
凶
四

一一一一

V
申
申
込
方
法
必
ず
数
泌
に
て

参
加
ク
ラ
ス
を
記
入
し
強
ベ

ア
で
申
し
込
む
匂
}
と
。

wv
申
込
締
切
十
同
月
一
詩

軟
式
情
聴
湾
大
会

wv
制
糊
潟
ふ
ら
・
"
月
十
自
(
体
育
的

同
時
〉
〈
)
雨
天
の
培
合
は
、
二

十
七
円
口
〉

マ
臨
時
欄
間
午
前
八
時
一
一
一
十
分

V
祖
噌
所
公
民
総
フ

1
ト
お
よ

び
湖
北
山
口
コ

i
ト

V
積
別
一
一
然
崩
力
子
A
綴
・
一

般
男
子
B
縫
・
数
年
・
一
級

女
子
二
議
後
女
子
各
ダ
ブ
ル

ス

蝉

V

由
申
込
先

は
綿
一

テ
レ
ピ
で

憶
民
対
簸

縫

辺

忍

一
一
十
六
電
詩

吟七吋一一
O

V
申
込
方
法
晶
状
幾
一
え
は
電
話

に
て
、
ベ
ア
告
側
組
み
申
し
込

む
こ
と
。

参
同
H

歩
け
大
会

V
糊
糊
躍
同
十
一
月
三
日
(

H

口)

肱
阻
上
大
会

制V
制
間
関
卜
一
月
中
匂
予
定

野
球
大
会

マ
湖

R

九
月
一
認
か
ら

な
お
、
採
絞
め
な
い
大
会
に

つ
い
て
は
‘
品
開
山
道
き
れ
し
だ
い

進一
J

て
お
知
ら
せ
欽
し
ま
ず
。

(
教
育
祭
闘
開
会
〉

マ
中
例
外
さ
ん
〈
品
期
総

i
五
)

か
ら
委
曲
枠
内
…
織
と
し
て
、

八
万
一
千
円
綴
品
川
的
オ
ル
ガ

ン
を
保
育
問
へ
と
綴
糊
附
さ
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
、
つ
ご
ざ

い
ま
し
た
。

wv
飢
餓
罰
押
さ
ん
(
務
総
一
目
的
。

i
一
〉
か
ら
香
換
の
一
日
齢
金

ヤ…

ηm門
的
寄
付
が
あ
り
ま
し

た。
組
閣
後
楽
蜘
般
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

甲
高
津
い
っ
さ
ん
〈
然
鈎
総
務

九
一
一
t
…
一
夜
間
関
コ
制
時
さ

ん
万
)
か
ら
ゾ
ウ
寺
ン
波
紋

的
寄
醜
聞
が
あ
ワ
ま
し
た
。

油
雌
設
や
め
老
人
総
後
セ
ン

タ
ー
に
捕
時
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

筑
波
山
令
訪
ね
て

九
月
の
「
務
け
務
け
淡
殺
し

を
次
の
と
お
号
行
な
い
ま
す
の

で
ご
参
淑
下
き
い
。

w
v
g
臨
時
九
月
二
十
一
吋
日
〈
日
〉

午
始
前
八
時
吋
二
十
分
(
殺
判
明
子

脱
却
八
時
吋
五
十
四
分
急
行
と
き

わ
二
分
銭
感
}

V
集
合
組
欄
描
閑
級
将
知
子
釈
放
私

日
曹
司

l
ス
筑
波
紋
よ
筑
波
神

社
iv雨
脚
挙
ヶ
綴
よ
蹴
内
体
山
山
↓

女
体
山
山
j
e
ケ
ー
ブ
ル
で
下
山

V
悼
持
ち
物
中
間
日
で
弁
滋
・
水

楠
間

帯
描
踊
絡
先
省
官
修
二
時
処
組
制

〈
八
八
)
五
五
六
八

〈
教
育
委
員
会
)

笠
離
…
閣
に
、
υ

訳
絞
し
て
い
る
卜
ド

一

砕
食
凡
持
殺
航
、
愉
旅
郎
蛤
銭
時
、
す
し
田
展
臨
き
ん
な
プ

ど比は同、恥食民鮒綴鵠鰍響冨描漆拍持後悶によつて

米
郎
綴
蹴
相
綾
強
品
紋
桝
蜘
綴
徽
品
殺
鳴
と
し
て
知
事
に

Lυ
一

恥登砧盆瓦斡鋒持し
h企ψ
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ

軍
事
時
酬
の
方
法
山
叩
側
側
議
は
市
一
J

役
所
市
民
課
に
あ

q
ま
す

2

ヲ

曹
澄
録
の
有
効
制
剤
醐
間
後
絡
を
つ

佼
け
た
司
か
ら
日
一
一
年
同
時
的
一
エ
左

側

月

三

寸

一

宮

ま

で

。

。

w
v
緩
い
畿
の
翠
朝
交
録
的
更
新
、
ー

料
税
品
綿
氏
名
の
変
更
は
、
一
ヵ
…

持
続
ま
?
に
申
請
し
て
下
さ
…

b

-

詳
し
く
は
市
民
総
・
東
宮
崎
線
…

支

庁

ま

て

一

「
鱗

り
ι司

昭
和
刊
五
十
年
数
会
絞
め
窓
は

「
祭
り
ん
と
絞
め
ら
れ
ま
し
た

2

詠
滋
数
寄
一
総
議
さ
れ
る
方
は
、

①
密
化
庁
の
款
で
…
人
一
枚
と
し
、

未
発
表
の
も
の
台

@
総
統
は
、
半
紙
と
し
、
総
組
事

で
れ
設
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
附
刑
問
は
、
九
月
…
設
か

ら
十
月
十
…
自
ま
で
。

こ
の
抽
出
に
も
揃
灘
中
比
が
あ
り
ま

す
の
で
、
波
山
内
庁
A
A
錦
織
ま
で

む
際
会
せ
く
M
U危ぐい。〈

湾
内
山
町
〉

米
飯
提
供
者
の

愛
錦
を
し
ま
し
ょ
う

たト的主空中・~t・と いで
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闘場静約
制
制
昨
棋
は
、
日
曜
・
休
日
日

に
ゑ
絡
に
な
ら
れ
た
方
を
診
療

す
る
も
の
ぞ
、
以
前
か
ら
具
合

が
惑
い
の
を
紋
滋
L
て
い
た
と

か
、
殺
事
や
核
抑
執
が
然
み
だ
か

ら
と
い
っ
た
綴
織
に
よ
る
ガ
を

診
祭
す
る
も
の
で
は
ふ
り
ま
校

λ
。中

市
災
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ

的
ぷ
を
ご
理
解
ね
が
い
寸
日
開
哨

'
休
日
当
番
医
制
度
」
を
ふ
有
効

に
ど
制
判
例
〈
だ
き
い
。

①
診
療
臨
時
間
関
は
、
午
品
約
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

②
叫
時
帰
療
時
間
外
的
態
縁
寺
ん
は
、

数
急
病
院
を
ご
料
開
刑
く
だ
き

L
 

市

w
殺
体
制
的
燃
は
、
必
ず
何
時
叫
間
設

を
ど
仲
村
山
容
〈
だ
き
い
。

(
出
邦
検
材
紙
を
持
参
さ
れ
な
い

と
由
同
時
拭
鈴
僚
に
な
り
ま
す
。

mwau
悠
・
体
技
鳴
門
務
阪
は
、
往

診
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
専
門
以
外
的
思
殺
事
ん
め
一
数

援
に
は
、
応
じ
ら
れ
な
い
機

合
が
あ
り
ま
す
。
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